
 
 

一

裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

目
次
中
「
第
七
十
条
」
を
「
第
六
十
八
条
」
に
、
「
第
七
十
一
条
―
第
七
十
三
条
」
を
「
第
六
十
九
条
―
第
七
十
一
条
」
に
、

「
第
七
十
四
条
―
第
七
十
六
条
」
を
「
第
七
十
二
条
―
第
七
十
四
条
」
に
、
「
第
七
十
七
条
―
第
八
十
四
条
」
を
「
第
七
十
五

条
―
第
八
十
一
条
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
条
第
二
項
中
「
三
人
」
を
「
一
人
」
に
、
「
六
人
」
を
「
九
人
」
に
、
「
裁
判
官
の
う
ち
一
人
」
を
「
裁
判
官
」
に
改

め
、
「
、
裁
判
官
の
員
数
は
一
人
」
を
削
り
、
「
四
人
と
し
、
裁
判
官
を
裁
判
長
」
を
「
四
人
」
に
改
め
る
。 

 

第
六
条
第
二
項
中
「
構
成
裁
判
官
の
合
議
に
よ
る
」
を
「
構
成
裁
判
官
が
行
う
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
七
条 

構
成
裁
判
官
は
、
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
判
断
に
つ
い
て
、
裁
判
員
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
九
条
第
二
項
中
「
第
七
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
評
議
の
秘
密
」
を
「
構
成
裁
判
官
及
び
裁
判
員
が
行
う
評
議
の
経
過
並

び
に
そ
れ
ぞ
れ
の
裁
判
官
及
び
裁
判
員
の
意
見
並
び
に
そ
の
多
少
の
数
（
第
七
十
八
条
に
お
い
て
「
評
議
の
秘
密
」
と
い

う
。
）
」
に
改
め
る
。 



 

二

 
第
三
十
六
条
第
一
項
中
「
四
人
」
を
「
六
人
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
と
き
は
三
人
」
の
下
に
「
、
七
人
又
は
八
人
の

と
き
は
四
人
、
九
人
の
と
き
は
五
人
」
を
加
え
る
。 

 

第
三
十
八
条
第
二
項
中
「
四
人
（
」
を
「
六
人
（
」
に
改
め
、
「
と
き
は
三
人
」
の
下
に
「
、
七
人
又
は
八
人
の
と
き
は
四

人
、
九
人
の
と
き
は
五
人
」
を
加
え
る
。 

 

第
四
十
一
条
第
一
項
第
四
号
中
「
第
九
条
、
」
を
「
第
九
条
若
し
く
は
」
に
改
め
、
「
若
し
く
は
第
七
十
条
第
一
項
」
を
削

り
、
同
項
第
五
号
中
「
又
は
第
七
十
条
第
一
項
に
定
め
る
義
務
」
を
削
る
。 

 

第
四
十
七
条
第
二
項
中
「
四
人
（
」
を
「
六
人
（
」
に
改
め
、
「
と
き
は
三
人
」
の
下
に
「
、
七
人
又
は
八
人
の
と
き
は
四

人
、
九
人
の
と
き
は
五
人
」
を
加
え
る
。 

 

第
六
十
四
条
の
表
第
四
十
三
条
第
四
項
、
第
六
十
九
条
、
第
七
十
六
条
第
二
項
、
第
八
十
五
条
、
第
百
八
条
第
三
項
、
第
百

二
十
五
条
第
一
項
、
第
百
六
十
三
条
第
一
項
、
第
百
六
十
九
条
、
第
二
百
七
十
八
条
の
二
第
二
項
、
第
二
百
九
十
七
条
第
二
項
、

第
三
百
十
六
条
の
十
一
の
項
上
欄
中
「
、
第
二
百
七
十
八
条
の
二
第
二
項
」
を
削
り
、
同
表
第
三
百
四
条
第
一
項
の
項
下
欄
中

「
、
陪
席
の
裁
判
官
」
を
削
る
。 

 

第
六
十
五
条
中
「
「
合
議
体
の
構
成
員
」
」
を
「
「
処
分
を
し
、
又
は
合
議
体
の
構
成
員
に
こ
れ
を
さ
せ
る
」
」
に
、
「
合



 
 

三

議
体
の
構
成
員
で
あ
る
裁
判
官
」
を
「
処
分
を
す
る
」
に
改
め
る
。 

第
六
十
六
条
第
三
項
中
「
構
成
裁
判
官
の
合
議
に
よ
る
」
を
削
る
。 

 

第
六
十
七
条
第
一
項
中
「
過
半
数
」
を
「
三
分
の
二
以
上
の
多
数
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。 

 
 

た
だ
し
、
刑
の
量
定
に
お
い
て
死
刑
に
処
す
る
判
断
を
行
う
に
は
、
合
議
体
の
全
員
の
意
見
が
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

 

第
六
十
七
条
第
二
項
中
「
刑
」
を
「
死
刑
に
処
す
る
判
断
以
外
の
刑
」
に
、
「
過
半
数
」
を
「
三
分
の
二
以
上
の
多
数
」
に

改
め
る
。 

 

第
六
十
八
条
を
削
る
。 

 

第
六
十
九
条
第
一
項
中
「
並
び
に
構
成
裁
判
官
の
み
が
行
う
評
議
で
あ
っ
て
裁
判
員
の
傍
聴
が
許
さ
れ
た
も
の
」
を
削
り
、

同
条
第
二
項
中
「
、
そ
の
合
議
に
よ
り
」
を
削
り
、
同
条
を
第
六
十
八
条
と
す
る
。 

第
七
十
条
を
削
る
。 

第
五
章
中
第
七
十
一
条
を
第
六
十
九
条
と
し
、
第
七
十
二
条
を
第
七
十
条
と
し
、
第
七
十
三
条
を
第
七
十
一
条
と
す
る
。 

第
六
章
中
第
七
十
四
条
を
第
七
十
二
条
と
し
、
第
七
十
五
条
を
第
七
十
三
条
と
し
、
第
七
十
六
条
を
第
七
十
四
条
と
す
る
。 



 

四

 
第
七
十
七
条
の
見
出
し
中
「
請
託
罪
等
」
を
「
請
託
罪
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
第
七
章
中
同
条
を
第
七
十
五
条

と
す
る
。 

 

第
七
十
八
条
を
第
七
十
六
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
裁
判
員
の
氏
名
等
漏
示
罪
） 

第
七
十
七
条 

検
察
官
若
し
く
は
弁
護
人
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
っ
た
者
又
は
被
告
人
若
し
く
は
被
告
人
で
あ
っ
た
者
が
、

正
当
な
理
由
が
な
く
、
被
告
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
の
氏
名
、
裁
判
員
候
補
者
が
第
三
十
条
に
規
定
す
る
質
問
票
に
記
載
し

た
内
容
又
は
裁
判
員
等
選
任
手
続
に
お
け
る
裁
判
員
候
補
者
の
陳
述
の
内
容
を
漏
ら
し
た
と
き
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は

五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

 

第
七
十
九
条
第
一
項
中
「
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
秘
密
（
評
議
の
秘
密
を
除
く
。
）

を
」
を
「
人
の
秘
密
を
正
当
な
理
由
が
な
く
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
又
は
構
成
裁
判
官
の
み
が
行
う
評
議
で
あ
っ
て
裁

判
員
の
傍
聴
が
許
さ
れ
た
も
の
」
を
削
り
、
「
若
し
く
は
」
を
「
又
は
」
に
、
「
又
は
そ
の
多
少
の
数
を
」
を
「
（
裁
判
員
の

職
に
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
自
己
の
意
見
を
除
く
。
）
を
正
当
な
理
由
が
な
く
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
除
く
。
）

を
」
の
下
に
「
正
当
な
理
由
が
な
く
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を



 
 

五

削
り
、
同
条
を
第
七
十
八
条
と
す
る
。 

 

第
八
十
条
及
び
第
八
十
一
条
を
削
り
、
第
八
十
二
条
を
第
七
十
九
条
と
し
、
第
八
十
三
条
を
第
八
十
条
と
し
、
第
八
十
四
条

を
第
八
十
一
条
と
す
る
。 

 

附
則
第
一
条
第
一
号
中
「
及
び
附
則
第
三
条
」
を
「
か
ら
附
則
第
四
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
七
十
一
条
、

第
七
十
二
条
、
第
七
十
五
条
、
第
七
十
六
条
及
び
附
則
第
五
条
」
を
「
第
六
十
九
条
、
第
七
十
条
、
第
七
十
三
条
、
第
七
十
四

条
及
び
附
則
第
六
条
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
八
条
を
附
則
第
九
条
と
し
、
附
則
第
三
条
か
ら
附
則
第
七
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。 

附
則
第
二
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
施
行
前
の
措
置
等
）
」
を
付
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一

条
を
加
え
る
。 

第
三
条 

政
府
及
び
最
高
裁
判
所
は
、
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
の
制
度
に
お
い
て
、
裁
判
員
の
負
担
が
過
重
な
も
の
と

な
ら
な
い
よ
う
に
し
つ
つ
、
裁
判
員
が
そ
の
職
責
を
十
分
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
審
理
を
迅
速
で
分
か
り
や
す
い

も
の
と
す
る
た
め
に
、
刑
事
訴
訟
手
続
の
一
層
の
充
実
及
び
迅
速
化
を
図
る
こ
と
が
緊
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、

こ
の
法
律
の
施
行
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、
被
疑
者
の
取
調
べ
の
状
況
等
の
録
画
又
は
録
音
及
び
検
察
官
が
保
管
す
る
す
べ



 

六

て
の
証
拠
の
開
示
を
義
務
付
け
る
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
法
制
上
の
措
置
そ

の
他
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 


